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本日のプログラム クラブフォーラム

慶祝　会員卓話

■会長の時間 会長　奥橋　園子

★ ロータリーショーケース　
ロータリーショーケースでは、ロータリークラブや地区が実施した様々な

活動や計画中のプロジェクトの情報を掲載・閲覧することができます。

ぜひ世界中のロータリー会員による平和構築と紛争予防に関するプ

ロジェクトをご覧ください。　

★ ロータリー行動グループ　
ロータリー行動グループは、クラブが地域社会を強化するための持続

可能かつ効果的な奉仕プロジェクトを立案するのを支援します。プロ

ジェクトの計画と実施に関してクラブに助言を与え、パートナーや資金、

リソースを探す手助けをしてくれます。　

そして、本日の国際奉仕「平和構築と紛争予防のために行うグロー

バル補助金と使った事業」へとつながるわけです。

「平和構築と紛争予防」グローバル補助金授与のガイドラインをお話

します。

世界各地にはさまざまな課題が存在します。ロータリーの活動の焦点

を絞り、持続可能な変化を確実にもたらすため、ロータリー財団は複

数の重点分野を選びました。これらの分野に重点的に取り組むこと

で、明確な目標を定め、最大限の影響を生み出せます。地域社会

調査の結果を基に、重点分野からプロジェクトで取り組む分野を一

つ以上選んでください。

●平和構築と紛争予防（２月のテーマです）　●疾病予防と治療

●水と衛生　●母子の健康　●基本的教育と識字率向上

●地域社会の経済発展　●環境　

この続きは、フォーラムでお話ししたいと思います。

私の年度には、ずっと念願であった国際奉仕を行いたいと考えてい

ました。私が国際奉仕委員長の時、地区協で、他クラブの発展途

上国への取り組みのお話を伺い、これが奉仕団体だと感じました。

前年度国際奉仕委員長中澤元会員と相模原南ＲＣもいつか事業を

行いたいとずっとお話ししていました。世界各地にはさまざまな課題

が存在します。

グローバル補助金授与には

その分野で地域社会にどのような影響をもたらしたいのかを考え、　

本日は第４回目の相模大野例会となります。今回イルファボーレさん

にお願いしました。２月１７日の幼児サッカー教室に参加いただいた会

員の皆様ご苦労様でした。寒い日ではありましたが、幼稚園児は元

気溌剌。サッカーがお上手でびっくりしました。場所を提供いただい

た岩本会員の御礼を差し上げましたが、そのままスマイルいただいた

ことをご報告させていただきます。又、この度は、金沢北ロータリーク

ラブへの義援金にご協力いただきましてありがとうございました。会員

の皆様から、５０万円の義援金をいただきました。２月２０日に、クラ

ブからの２５万円を合わせて、７５万円を振り込ませていただきました。

金沢北ＲＣ会長・幹事ともお正月にご実家で被災されました。

先週、山上会長にお電話したところ、会長はご実家のある輪島被

災地中心部にとどまり、現在避難施設で働いていらっしゃるそうです。

山上会長から、事務局に届いたメールです。

「相模原南ＲＣ 会長 奥橋様、会員の皆様

先日も励ましのお電話を頂き、ご厚情に感じ入ったところに、さらに

今回、義援金まで頂戴し、感謝の念に堪えません。元日に妻と母

三人、輪島の実家で被災し、現在も水道が復旧しない生活を余儀

なくされてますが、何とか前を向いて生きております。金沢の例会の

方は当面出席叶わず、幹事、エレクトに托しているのが心苦しいとこ

ろです。

又落ち着きましたら嬉しく再会したいと強く念じているところです。

取り急ぎ御礼のご挨拶まで

　　　　　　　　　　　　　　金沢北ＲＣ会長　山上　公介」

さて２月は、『平和構築と紛争予防月間』です。

平和構築と紛争予防月間のリソース（方策）のご案内

★ 平和の推進　
ロータリー会員は、奉仕プロジェクトや平和フェロー・奨学生への支援

を通じ、貧困、差別、民族間の衝突、教育機会の欠如、リソース

の不平等な配分といった紛争の根底にある問題に取り組むために行

動を起こしています。　

★ ロータリー平和フェローシップ　
平和は「人」から始まると考えるロータリーは、平和フェローシップ（奨

学金）を通じて、世界平和と開発の担い手となる人材を育て、平和

推進者の世界的ネットワークを築いています。　

【クラブフォーラム国際奉仕】
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　２月６日（修正）完全欠席＝青木、市川、一ノ瀬、伊藤、小方、小川、三枝、澁谷(直)、徳久、中山、松山、若林

会報委員長  鈴木（昌） 担当委員 中村（辰）　小方　小川　柏原　桑田　三枝　須坂　鈴木（雅）　鈴木（昌）　竹村　中村（文）　松井　松山　宮崎

小野田　勝宏 君
★よめの誕生日プレゼント又本日自分の誕生日プレゼントを頂きありが
とうございます。うれしいのでスマイルさせて頂きます。
岩本　勉 君
★コメントなし

■本日のスマイルBOX
奥橋　園子 君、江田　昌弘 君
★中田克己様、当クラブへの再入会お待ちしておりました。会長・幹
事喜んでおります。
足立　旬一 君、大谷　新一郎 君
★中田さん、再入会を心より歓迎いたします。イルファボーレ第４回相
模大野例会、近さに感謝いたします。

主な目標を設定します。例えば、「基本的教育と識字率向上」で

あれば 「地域での男女の教育格差を緩和する」、「母子の健康」

であれば「出産時の母子の死亡率を減らす」などが考えられます。

目標を設定することにより、最大の成果を生み出すグローバル補

助金活動の特定につながります。

パートナーシップの要件　

グローバル補助金を申請するには、実施国と援助国にあるクラブ

または地区が協力する必要があります。　

● 実施国側・提唱者（相模原南ＲＣ）は地域社会内または周辺   

のパートナーで、プロジェクトの実施、奨学生の受け入れを行います。

● 援助国側・提唱者（相手国のRC）は実施国側提唱者に協力す

　る、プロジェクト実施国外にあるクラブ又は地区です。

双方の提唱者は、グローバル補助金の要件と受領資格を満たす

必要があります。プロジェクトで協力できそうな海外のクラブを見つ

けた際には、相手地区のロータリー財団委員長に連絡し、そのク

ラブが参加資格認定を受けていることをご確認ください。とあります。

私が、今まで提唱させていただいたものに　

① セブＲＣ（援助国側・提唱者）との未開発地域での、歯科治療

　と予防のサポート。これは一度卓話にきていただきました。

② Myanmarの女性だけのRC（援助国側・提唱者）の方から「マ

　グウェーという地域に戦争孤児たちの学校を作りたい。」という

　お話も来ています。学校建設はMyanmar側で行っても構わな

　い。給食の提供や、トイレの建設や教材の提供などをお願いし

　たい。日本語も勉強ができれば将来日本に就職したり進学した

　りできる窓口となるのではないか？等提案がありました。

■本日のビジター
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サ ブンティ
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■幹事報告 幹事　江田　昌弘

　当クラブで行った国際奉仕をご存じなのは、チャーターメンバーの黒

　河内会員だけです。今年は、青少年交流プロジェクトが入ってきて

　かないませんでしたが、長期的なプロジェクトとして考慮いただける

　と幸いです。

　＊このあとテーブルごとにご意見をいただきました。

黒河内会員より、当クラブが行ったフィリピンでの事業のお話しや、大

谷会員から世界情勢を踏まえたお話し、英語が堪能な藤原会員から

のお話しや、いつも思慮深い足立会員のお話し等楽しい時間を過ご

しました。

◆今後の予定

　本日は、クラブフォーラムで国際奉仕を予定しております。３月５日

は慶祝と山田会員の会員卓話です。３月１２日は２５００回記念夜間

例会となります。会場はレンブラントホテルで１８時３０分開宴となります。

３月１９日は休会、３月２６日はクラブフォーラムです。

　今月は炉辺会の月です。テーマは「５５周年で何をしたいか」です。

３周年、４５周年では、記念誌の作製、記念例会を行ったようです。リー

ダー、サブリーダーは内容をまとめて例会での発表をお願いいたします。

先週アナウンスがありましたが、おとのは主催のコンサートが３月３日日

曜日に開催されます。当クラブで支援しておりますので、ご来場お待

ちしております。３月１６日土曜日には相模原能およびポリオ募金を行

います。ＩＭが４月１３日土曜日１３時よりけやき会館で行われます。ファッ

クス、メールで出欠をとりますので、出欠の返信をお願いいたします。

　金沢北ＲＣの義援金の入金をおすみでない方はお願いいたします。


